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今回，大学近隣にある地域の内科クリニックの協力を得て，そこに通院する患者と学生がWeb
会議アプリ（Zoom）を利用した遠隔でコミュニケーションを行う成人看護学慢性期における遠隔
式学内実習を実施できた．そこで本研究では，遠隔式学内実習を行った学生が記述した学びと課題
レポートと臨地実習を行った学生が記述した学びと課題レポートの内容についてテキストマイニン
グを使って分析し，遠隔式学内実習と臨地実習における共通の学びを抽出することで，遠隔式学内
実習が臨地実習に近づける学びとなるかを明らかにすることを目的とした．その結果，患者の自己
効力感を高める視点や患者を観察することの重要性，患者の社会参加を考える視点，患者の発言内
容や深いコミュニケーションをとることの大切さが，臨地実習ができた学生との共通の学びである
ことが明らかになった．
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Ⅰ．はじめに

病院での臨地実習は，実際の患者との関わりを通じて，
知識と技術を看護実践の場面で適用し，看護理論を結び
付けた看護実践能力を養う学修の場として重要とされて
いる．また，その教育時間は看護基礎教育の大半を占め
ていることから，特に臨地における学修の担保ができな
いことは看護教育の質の低下にもつながる．
2019年に確認されたCOVID‐19（Coronavirus disease
2019：新型コロナウイルス）感染患者数の急増による緊
急事態宣言は社会全体への影響が大きく，2020年度は全
国の看護系大学全体で78．7％が臨地実習を学内実習に変
更せざるを得ない状況であった（日本看護系大学協議会，
2020b）．そのため，文部科学省（文科省）の指導では，
臨地実習に代替できる実習として紙上事例や模擬患者，
シミュレーター機器を使用した実習を学内で行うことを
推奨している（文科省，2020）．
そして，コロナ禍で臨地実習の代替として，これまで

模擬患者を導入した学内実習や紙上事例を活用した学内
実習が行われてきたが，それらの実践報告によると，「学
生は模擬患者を演じる教員に疑問を感じる」，「患者をイ
メージすることが難しかった」といった報告が多く（桑
村，2021），さらに「学習効果が低かった」という報告
もある（近藤他，2020；民谷，2020）．
看護実践は健康課題をもつ人あるいは，もつ可能性の

ある人と看護職者の人間関係を基盤に，双方にプラスの
効果をもたらすものといわれている（菱沼，2021）．そ
のため看護に必要とされる能力の育成には，やはり模擬
患者ではなく実際の患者と向き合い，患者の表情の変化
を観察すること，患者の言動・訴えに傾聴するという双
方のやりとりで培われる体験がないと難しいと考えられ
る．
実際，Ａ大学看護学部においても2020年度の成人看護

学慢性期実習は緊急事態宣言により予定実習病院10カ所
中5病院での実習受け入れが中止となり，文科省の指導
に基づく学内実習に切り替えざるをえない状況となった．
Ａ大学看護学部は2018年に地域で活躍できる看護専門

職者を育成するために設立された1学年90名定員の4年
制看護大学である．そのため，Ａ大学看護学部は地域と
の関わりを大切にし，地域貢献とボランティア育成にも
力を入れているという看護大学の中では珍しい地域の中
の大学と位置づけられている．
そこでＡ大学看護学部のこのような特性をふまえて，

大学近隣にある地域の内科診療所（クリニック）の協力
を得て，クリニックと大学の実習室をWeb会議アプリ
Zoomを利用した遠隔でつなぎ，糖尿病疾患のある外来
通院患者（以下患者）と学生がパソコン画面を通してコ
ミュニケーションを行う遠隔式学内実習（以下遠隔式学

内実習）を実施できた．
本研究では，遠隔式学内実習を行った学生が記述した
学びと課題レポート（学内実習レポート）と臨地実習を
行った学生が記述した学びと課題レポート（臨地実習レ
ポート）の内容を分析し，遠隔式学内実習と臨地実習に
おける共通の学びを抽出することで，遠隔式学内実習が
臨地実習に近づける学びとなるかを明らかにすることを
目的とする．

Ⅱ．研究方法

1．対 象
2020年度に成人看護学慢性期実習を修了した3年生の
学生のうち，実習先の受け入れ中止のため遠隔式学内実
習を行った4名の学内実習レポートと臨地実習を行った
学生で成人期の患者を受け持つことができた4名の学生
が記述した臨地実習レポートを分析対象とした．

2．方 法
学びと課題レポートとは，成人看護学慢性期実習を終
了した学生が実習を通しての各自の学びと課題を実習最
終日9時～11時（2時間）の時間帯で自由記述形式でま
とめたものである．そして，遠隔式学内実習レポートと
臨地実習レポートの内容をテキストデータ化し，テキス
トマイニング解析処理ソフトKH coder 3を利用して内
容分析を行い，遠隔式学内実習の学修効果を検討した．

3．遠隔式学内実習の実習目的・目標とスケジュール
遠隔式学内実習目的・目標と実習スケジュールを表1
に示す．まず，事前にクリニックの院長により遠隔式学
内実習に協力を依頼する患者に対して実習についての説
明がなされ，協力の同意が得られた．その後，学生の代
表者が受け持ち患者依頼についての説明を行い，書面に
て同意を得た．
遠隔式学内実習は合計10日間の実習スケジュールで展
開し，実習3日目と4日目に通院先のクリニックにいる
患者と Zoomを使用してコミュニケーションを行った．
学生は，1グループ4名の合計4つのグループ（16名）
で，大学内の同じ実習室内で各グループの代表者がグ
ループ内で検討した内容をインタビューするという方法
をとった．実習5日目に Zoomを使用してクリニック院
長と看護師長からの臨床講義，さらに最終日の実習10日
目には Zoomを使用して看護師長からアセスメントに対
してのコメントをいただき，学内実習のまとめとした．
尚，臨地実習は合計9日間の病棟実習と学内実習1日
（最終日）のスケジュールで実施した．
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4．倫理的配慮
本研究に協力を依頼する3年生8名に対し，成人看護

学慢性期実習の成績評価が終了し，単位認定が行われた
後に本研究の目的，方法，プライバシーの厳守，研究協
力の有無が，以後の授業評価や学生に対する対応および
他の科目の成績評価にも全く影響しない内容の趣旨を説
明し，口頭と文書で承諾を得た．さらにＡ大学研究倫理
委員会での承認を得た（Ａ大学研究倫理審査委員会承認
番号21FHS01）．

Ⅲ．結 果

1）学内実習レポート
学内実習レポート記載対象者は4名で，すべて女性で

あった．学内実習レポートからの総抽出語数は4435語で
あった．学内実習レポートにおける頻出回数上位5位の
頻出語は「行う」54回，「患者」48回，「考える」35回，
「観察」29回，「実習」28回であった（表2）．
2）臨地実習レポート
学内実習レポート記載対象者は4名で，すべて女性で

あった．臨地実習レポートからの総抽出語数は2527語で
あった．臨地実習レポートにおける頻出回数上位5位の
頻出語は「患者」57回，「生活」13回，「必要」13回，「コ
ミュニケーション」12回，「不安」12回であった（表2）．
3）学内実習レポートと臨地実習レポートに共通した抽
出語とその抽出語を含む文脈
学内実習レポートと臨地実習レポートに共通した抽出

語は，「患者」「必要」「看護」「ケア」「行う」「実習」「考
える」「疾患」「自身」「思う」「今回」であった（表2）．
これらのうち，それだけでは意味をなさない名詞「自身」
および副詞可能名詞（副詞可能）「今回」の単語を除い
た「患者」「必要」「看護」「ケア」「行う」「実習」「考え
る」「疾患」「思う」の抽出語を含む主要な文脈について
検討した．その結果，「患者」「必要」「看護」「行う」「実
習」「思う」の抽出語において共通の学びと考えられる
文脈を認めた（表3）．
共通した抽出語「患者」を含む文脈では，学内実習レ
ポート中の“患者の日常生活での行動と並行に考えなが
ら患者の自己効力感を生かすことが出来た”“患者の思
いを受容しながら自己効力感を生かすことがたいせつで
あることを学んだ”“患者の状態をよく観察することが
患者の自立を効率よく行うことができる”“患者を観察
することの重要性を改めて考えることができた”の文脈
と臨地実習レポート中の“自己効力感を高めることで患
者の禁煙や食生活改善の意欲を高めることができた”
“モチベーションを下げずに自己効力感を高められるか
患者との関わり方を学べた”“まず，患者さんのことを
よく観察することが大切”の文脈において，いずれも患
者の自己効力感を高める援助，観察することの重要性と
いう点で共通の学びがみられた．
共通した抽出語「必要」を含む文脈では，学内実習レ
ポート中の“患者会などの社会への参加は同じ疾患の人
たちと関われてストレス軽減もでき必要”“意欲や発言
の情報も吟味しながら計画をたてていく必要がある”

表1．遠隔式学内実習の実習目的・目標とスケジュール

実習目的
慢性疾患をもつ成人期にある対象者を総合的に理解し，既習の知識・技術・態度の統合により対象者
の健康レベルに応じた看護を展開し，成人期にある患者のQOLの向上を目指した看護実践のための
基礎的能力を修得する．

実習目標

1．成人期の発達段階をふまえ，慢性疾患をもつ対象者を身体的・心理的・社会的側面から情報を収
集し総合的に理解する．

2．対象者のもつ慢性疾患の病態，検査，治療過程および生活に及ぼす影響について理解し，看護過
程を展開する．

3．対象者とコミュニケーションをとり，援助的信頼関係を構築することができる．
4．セルフケア能力を生かし，QOLを高めるための個別的な看護計画を立案できる．
5．看護者としてのあり方や看護観を深め，自己の課題を明確にできる．
6．専門職として倫理的行動をとることができる．

日程 内容
実習1日目
実習2日目
実習3日目
実習4日目
実習5日目
実習6日目
実習7日目
実習8日目
実習9日目
実習10日目

実習オリエンテーション
受持ち患者の情報提示．病態・治療の自己学習．
受持ち患者へのあいさつ，受け持ち同意の確認，情報収集（Zoom）
受持ち患者とのコミュニケーション（Zoom）
クリニック院長と看護師長からの臨床講義（Zoom）
看護計画の立案と発表
看護計画に基づいた教育指導案の作成
看護ケアの実践演習
教育指導実施
実習のまとめ（看護師長からのコメント：Zoom）
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“援助面だけでなく必要とされるのは患者との深いコ
ミュニケーションである”の文脈と臨地実習レポート中
の“退院後は治療や社会参加を両立しながら生活してい
く必要性が理解できた”“アセスメントに患者の発言内
容はとても必要である”“少ない訪室の中でもコミュニ
ケーションを広く深くとっていくことが必要であった”
の文脈において，社会参加や患者の発言内容（言動），
深いコミュニケーションの必要性という点で共通の学び
がみられた．
共通した抽出語「看護」を含む文脈では，学内実習レ

ポート中の“成人看護学実習では理論（セルフケア）を
用いた介入につながっていた”“患者が病みの行路を方
向付けることができ，生活の質の維持に必要な看護を学
べた”の文脈と臨地実習レポート中の“セルフケア能力
向上や個別性のある看護の必要性と不安に対する傾聴の
姿勢を学べた”“病気とともに生活していく病みの軌跡
で患者に今必要な看護を考えることができた”の文脈か
らセルフケア理論の活用や病みの軌跡理論を考えた看護
という点で共通の学びがみられた．
共通した抽出語「行う」「実習」を含む文脈では，学

内実習レポート中の“学内実習だったからこそ安全安楽
に配慮した援助をゆっくり行うことができた”“事前学

習を通して，実習では理論を活用したアセスメントがで
きた”“他の病棟実習と比べて学内実習はアセスメント
を理論と合わせて展開できた”の文脈と臨地実習レポー
ト中の“安全・安楽を考え，患者のニーズに合った看護
を行うことができた”“今回の実習ではアセスメントを
看護理論に基づいて考えることが出来た”の文脈から安
全・安楽を考え，アセスメントに看護理論を活用して行
えた実習という点で共通の学びがみられた．
共通した抽出語「思う」を含む文脈では，学内実習レ
ポート中の“看護理論を用いた看護を今までの経験・学
習に生かし，看護にいかせたと思う”“自尊心向上に繋
がる援助は自己効力感を高める意味でも有効だと思っ
た”の文脈と臨地実習レポート中の“看護理論を活用し
患者に寄り添った看護が提供できたと思う”“自己効力
感の高さは患者の自尊心理解や自己管理とその結果に良
い影響を与えると思う”の文脈から看護理論を看護に生
かせた点や自尊心向上が自己効力感を高めることにもつ
ながったという共通の学びがみられた．

Ⅴ．考 察

コロナ禍での臨地実習にかわる学内実習の実態として，

表2．学内実習レポートと臨地実習レポートにおける抽出語リスト（上位30位）と共通した抽出語
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2020年度の報告書（日本看護系大学協議会，2020a）や
菱沼らの報告（菱沼，2020）によると，オンラインで複
数日にわたって情報が更新される紙上事例を活用した看
護過程の展開や，大学院生や教員が模擬患者を演じた実
習がほとんどであった．また，これらの報告書は学生の
学習進度や参加状況が把握しやすいといった点や，実習
準備や学習意欲を高める大変さといった教員視点でのオ
ンライン実習の困難さが示されたものであり，学生から
の学びの視点についての報告はなかった．
しかし，今回は，実習受け入れ中止に伴い，臨地実習

に代替できる実習として実際の患者とパソコン画面を通
じて学生がコミュニケーションを行い，情報収集から対
象理解へつなげ，看護過程を展開していく遠隔式学内実
習を行うことができた．その学内実習レポートを活用し
分析できたことで，患者の自己効力感を高める視点や患
者を観察することの重要性，患者の社会参加を考える視
点，患者の発言内容や深いコミュニケーションをとるこ
との大切さが，臨地実習ができた学生との共通の学びで
あることが明らかになった．そして，このような学びは
紙上事例ではなく，やはり実際の患者と関われた実習で
あるからこそ学びにつながった内容であると考えられる．
さらに，看護の点ではセルフケア，病みの軌跡という

看護理論を活用できた関わりができていた学びも臨地実
習が出来た学生との共通の学びにつながっていた．そし
て，そのような看護理論の活用が安全・安楽を配慮した
援助につながる思考に結びついていたと考えられる．
看護におけるケアリングを定義したメイヤロフは，看

護の基本概念とは人間対人間の関係性を主軸にケアする
人とケアされる人の相互関係によって双方が成長してい
く関係性と定義している（Mayeroff，1965）．そしてこ
のことが患者と向き合う経験の積み重ね（看護実践知）
の形成につながるといわれている（西田，2015；西田，
2018；佐藤，2010）．したがって今回の遠隔式学内実習
は実際の患者と関わる体験があったことで臨地実習との
共通の学びにつながったと考えられた．
しかし，その一方で学生にとっての難しさや課題も

残った．それはどの情報を収集するか事前に詳しく考え
たコミュニケーション方法と個別的なケアを立てる視点
が不足していた点である．そのため，看護学生がコミュ
ニケーション・スキルを学習する過程において，コミュ
ニケーション能力を活用する自信や重要性に関する認識
を高める教育を併せて行うことが必要である．その上で，
患者に分かりやすい説明の仕方，そして先を見据えた看
護計画の立て方と目標に沿った観察能力の育成も必要と
考えられた．また，遠隔式学内実習では看護技術の実践
が困難であったため看護技術の修得をめざす実践面での
実習として限界があったが，今回の方法で実習を行うこ
とによって，コミュニケーションの再確認や記録の内容

を深める時間や質の確保は行えたといえる．
本研究の限界として，今回の研究で使用した学内実習
レポートと臨地実習レポートは成人期の患者を受け持っ
た学生を対象としており，合計8名と少ない中での学び
につながるデータ収集であったため言葉の広がりが少な
い傾向があった．そのため本研究結果は研究に協力した
対象者の傾向を反映するものであって一般化傾向を示す
には限界がある．今後はデータ収集方法を検討していく
とともに，対象者数を増やしてデータを解析していく必
要がある．
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